
（別紙様式２－２） 

道徳教育地域支援委託事業実施報告書（平成29年度） 

１ 学校の概要 

(1) 学校名    高松市立香東中学校 

(2) 学年別児童生徒数及び学級数、教員数 （平成30年1月25日現在） 
 

第１学年 第２学年 第３学年 特別支援学級 児童生徒数計 教員 

8学級 

252名 

7学級 

246名 

6学級 

266名 

3学級 

12名 
776名 41名 

２ 研究主題等 

(1) 研究主題       他者と共によりよく生きる生徒を育てる道徳教育 

              ～豊かな体験と考えを深める学習を通して～ 

(2) 研究主題設定の理由 
 

平成27年度に本事業の指定を受けて、道徳の時間における共通題材による授業実践、「道徳の日」の取組、

ローテーション道徳の実践、豊かな体験を通しての短歌づくりや環境整備などに取り組み、生徒の考える力と

表現力や教師の授業力の向上などに成果が見られた。平成28年度には、それまでの実践を継続的に実施する中

に、T・Tによる授業など新たな実践を加えたり、教育活動全体の中で個々の実践を相互に有機的な関連をもた

せて実施したりすることにより、さらに効果をあげている。２年間の取組により教員の道徳教育充実に向けて

の意識が高まる一方で、全教員で取り組む体制づくりの必要性を感じている。そこで、本年度も研究主題を引

き継ぎ、成果が見られた研究内容や方法については、継続的に実践を積み重ねていきたいと考えた。さらに、

平成31年度の教科化に向けて、道徳教育の指導体制を確立させることができればと考えている。 
 

(3) 研究内容及び方法 

研究内容は平成28年度と同様に①～⑤に設定し、改善も加えながら継続して取り組むことを基本とする。本

年度は特に「量的確保と質的充実」に重点を置き、年間35時間の道徳の時間の確保、副読本を用いた授業、評

価など様々な実践を行う。また、教科化に向けた道徳の時間の指導体制の整備と、全教員の共通理解のもと学

校の教育活動全体を通じて道徳教育を行う協力体制づくりに取り組む。 
 
①  道徳の要としての道徳の時間の充実 

ローテ―ション道徳やT･Tによる授業を効果的に取り入れた35時間の量的確保を行う。また、副読本の資

料を用いた授業改善、考え議論する指導方法の工夫を実践することで質的向上をめざす。具体的には、指導

者を招いての研究授業や研修等を通して、授業力の向上と、教科化を意識して試行的に評価を行う。 
 

② 「道徳の日」の取組 

毎月１回、映像資料と「私たちの道徳」を用いた全校一斉の「道徳の日」を、道徳の時間や学校の様々な

教育活動との関連に基づいて計画的に実施する。 
 

③ 豊かな体験活動 

職場体験活動やボランティア活動、自然体験活動、伝統や文化にかかわる体験、地域行事への参加などの

体験活動を継続し、活動を通じて学んだ内容の意義などについてより深く振り返って考えることができる

ようにする。短歌づくりや心のメッセージ作品づくりなど、自分の考えを表現する活動を大切にし、他者か

ら認められることで自己肯定感を育てるとともに、友だちの思いや感じ方に共感する心を育てる。 
   

④ 保護者・地域への情報発信と連携 

授業公開やブログ、道徳だより等で保護者や地域に積極的に情報提供を行う。また、学期に１回「私たち

の道徳」を家庭に持ち帰って、家族で話し合う機会を設ける。 
 
⑤ よりよい環境づくり  

教室や校舎内外の環境整備に学校全体として取り組み、豊かな情操を育み、自己の存在を確認できる環境

を整える。 



３ 研究実践 

(1)  研究の５つの柱 

平成 27 年度より実践している①道徳の時間の充実、②「道徳の日」の取組、③豊かな体験活動、④保護

者・地域への情報発信と連携、⑤よりよい環境づくりの５つの柱を中心に据え、継続的に実践を積み重ねつ

つ、改善を加えながら研究をすすめている概要を、下図に示す。(平成27・28年度報告書参照) 

 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

■ 自分の思い表す言語活動 

 

  ② 「道徳の日」の取組 

④ 地域・保護者への情報発信と連携 

■ 映像教材による全校一斉の道徳 

■ 授業公開 

毎月第３週火曜日を「道徳の日」とし、朝の20分の 

時間に、映像による教材に「私たちの道徳」を併用し、 

全校一斉の道徳を実施している。 

毎月のテーマを継続的に掲示し、各月ごとに、生徒の 

さまざまな感想を掲示している。 

 

■ 道徳だより・ブログ 

■ 保護者と連携 

授業参観や校内研究会で、保護者や学校評議員、校区の 

小学校や県内の中学校の先生方に公開している。 

① 道徳の時間の充実 

■ ローテーション道徳の実践 

■ 考えを広げ、深め、表現する言語活動 

教師がローテーションして学級担任以外の学級 

で授業をする道徳を、学期に１回ずつ実施した。 

■ 授業実践力の向上・教員研修の実施 

互いに授業参観し合ったり、研究授業を行い討議で研究を深めたりするほ 

か、大学や教育委員会から指導者を招聘するなどして、授業改善や指導力 

の向上に努めている。 

生徒が自分の考えを、議論したり書いたりして、考えを深

め、友だちの考えを聞いて、考えを広げたりして、表現する力

を育むことができるように、多様な指導方法や表現方法を工

夫し 

ながら実施している。 

学年全クラスが、年間指導計画に沿って同一教材で授業を実践した。中心 

発問やワークシート、掲示物などを共通して作成することで授業準備の負担 

を軽減し、それを次年度の授業で活用できるようにファイリングしている。 

 

学期に１回「私たちの道徳」 

を持ち帰り、生徒が保護者と 

話し合う機会を設定している。 

家族からのメッセージをいた 

だき、校内掲示している。 

毎日更新のブログと毎月 

発行の道徳だよりで、道徳 

に関わる学習内容や生徒の 

様子と感想を、写真と共に、 

保護者や地域に発信している。 

■ 現代的な課題を題材とする授業実践 

情報モラルやいじめなど、生徒が興味・関心をもつ 

現代的な課題を題材とする資料を扱う授業を行った。 

③ 豊かな体験活動 

体育大会、コーラス大会、人権集会、持久走大会等の学校行事、宿泊学習、 

職場体験学習、部活動ボランティア、あいさつ運動などのさまざまな体験活 

動を実施している。 

 

体験を通して学んだことを振り返る時間を設定 

している。各自の振り返りを教室や廊下に掲示し、 

他者から学べる環境を整備している。 

 

毎月の短歌づくり、心のメッセージづくりなど、自分の思いを表現する活 

動を促進している。自己肯定感を高め、友だちの思いや感じ方に、共感する 

心を育てることをねらいとしている。 

⑤ よりよい環境づくり 

各教室の背面は、工夫を 

凝らし一人一人が存在する掲示をしている。 

校舎内に学びの足跡を掲示し、認められた喜 

びや、自己肯定感を高められる環境にしている。 

 

学年ごとに同一時間に道徳の時間を設定し、ローテーション道徳やT･T 

による授業を取り入れながら、担任だけでなく全職員で取り組んでいる。 

また、TTによる授業も積極的に取り入れた。 

■ 振り返りからさらに学ぶ 

■ 自分の思いを表す言語活動 

校庭には四季折々の草花 

が咲き、教室や廊下に花を 

生け、豊かな情操を育む環 

境を整えている。 

■ 教室掲示・校内掲示 ■ 花と緑の環境 



  (2) 道徳の時間の量的確保 

道徳の時間を確実に実施するために、平成 27年度には各学年で道徳の時間を統一して、月１回行ってい

た共通道徳を、平成28年度２学期からは、すべての時間に広げた。本年度は、その取り組みを継続し、年

間指導計画をもとに学期ごとに実施日と担当者を明記した計画表を配布し、学年団の教員の意識を高めな

がら、実践につなげている。計画では、行事や時間割変更等で実施ができない日を把握し、学級活動や総

合的な学習の時間と時間割を振替ながら毎週１時間、毎月３時間以上は確保するようにした。本年度の実

施記録をもとに、来年度の年間指導計画に修正を加えていくことで、平成31年度につなげていけるように

している。また、「道徳回数」を入れたワークシートを利用し、各教員の意欲を高めるようにした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 (3) 道徳の時間の質的充実 

本年度も、生徒が主体的に取り組み、互いに多様な考え方を学び合う授業を行うために、自分の考えを

もって討論したり、表現したりすることを通して、考えを深め合うことができる多様な学習活動を取り入

れた。活動の形態は昨年と同様に、ペア学習、少人数で行うバズ学習、役割演技、ディベート形式等、話

し合う内容に応じて選択した。また、考えを表現する方法として、発表、ロールプレイ、ホワイトボード

の活用、付せん紙を用いた活動、ネームカードによる意思表示など、さまざまな形をとっている。本年

度、新たに実践したのは、コの字型の授業形態、意思表示プレート、ランキング形式、ホワイトボードミ

ーティング、イラストによる振り返りなどである。学習活動に変化をつけることで、生徒がより意欲的・

主体的に取り組むので、年間指導計画を考える際に、様々な学習形態をバランスよく配置する必要性も感

じている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

月 項目 主題名 資料名  月 日 項目 主題名 資料名 担当 

６ 

D-22 
よりよく 

生きる喜び 
足袋の季節 

６ 
６(火) D-22 

よりよく 

生きる喜び 
足袋の季節 川北 

B-6 思いやり 伝言板 13(火) B-6 思いやり 伝言板 翠 

A-3 個性の伸長 
人は何のために 

働くのか 

20(火) 
A-3 個性の伸長 

人は何のために

働くのか 
蔵本 

７ 

B-13 勤労 あめ細工 30(金) B-13 勤労 
ローテーション

あめ細工 

川北・井川 

多田・毛利 

B-9 
相互理解 

・寛容 
言葉の向こうに 

７ 

４(火) B-9 
相互理解 

・寛容 

ローテーション

言葉の向こうに 

池田・翠 

大北 

B-6 感謝 金色の稲穂 11(火) B-6 感謝 
ローテーション

金色の稲穂 

蔵本・斎藤 

寺岡・廣田 

コの字型授業     意思表示プレート   ランキング形式   ﾎﾜｲﾄﾎﾞｰドﾐｰﾃｨﾝｸﾞ  ｲﾗｽﾄによる自己評価 

年間指導計画                    実施計画表 

 

曜日・時間 

担当者 

授業の様子                          回数を記入したﾜｰｸｼｰﾄ 

ペア学習    バズ学習       役割演技      ﾛｰﾙﾌﾟﾚｲ  付せん紙  ﾈｰﾑｶｰﾄﾞによる意思表示 

火曜がテストのため、 

曜日を振り替えて実施 



また、同じ事象でも立場や状況によって見方が異なった 

り、複数の道徳的な価値が対立したりして結論を決めにく 

い内容を扱うといろいろな意見があり、深い学びつながる 

ので、「償い」や「二通の手紙」「臓器移植」の授業では、 

自分の立場を明確にして議論する授業を行った。 

また、授業の質をより高めるために、指導者（県教委指導 

主事）を招いて、各学年で検討した指導で研究授業を行う校内研修会を行った。本年度は、高松市の道徳研修

会とタイアップし、他校の教師も交えて討議を行うことで、活発に意見交換でき、授業者だけでなく全教員の

研究が深まった。さらに指導者からの指導・助言により、教師の指導力の向上を図った。また夏季休業中には、

２学期以降の道徳の授業の改善のために、講師（香川大学 植田和也教授）を招いて質の高い授業をめざし、

指導案作りの演習を交えながら研修を行った。 

 

 

 

 

 

 

 

学校での研究実践を進める一方で、平成31年度 

から実施される特別な教科道徳についての研修を行 

ったり、全国道徳研究大会で提案発表しているさま 

ざまな研究実践校から学んだことを校内研修の場で 

報告して全教員に広めたりと、多様な校内研修で教 

員の意識改革を図った。 

 

(4) 全教員で取り組む体制づくり 

２年間の研究実践において成果が見られた研究内容や方法について、平成 31 年度に教科化が完全実施さ

れてからも無理なく実践していくために、全教員で取り組む体制作りが必要である。そこで、右図のように

研究組織を編成し、協力して実践を行う、 

チーム学校となる体制を組織した。 
  
① 現職教育推進委員会 

学校の教育活動全体を見通しながら、 

研究に偏り負担が重くなることなく、学 

校全体の活動としてバランスよく研究を 

進めるために、毎週火曜日５校時に、推 

進委員会（校長、教頭、教務主任、現職 

教育主任、道徳主任、各学年研究部員） 

をもち、研究方法や実践の協議、運営方 

法、研究の見直し等を協議した。学校全 

体の状況や各学年の様子を把握しながら 

研究を計画的に進めることができてい    

る。 
 
② ３部会に分けて役割分担 

全教員が３部会に分かれて、各々が自分の役割を果たすことで研究を進めることにした。まず、４月の

現職教育全体会で、研究内容と方法を共通理解した。その後、部会ごとに話し合って、役割を分担した。 

 

 

 

 

 

 道徳の時間 道徳の日 豊かな体験 

ﾌﾘｰ 三好 下地 久保田 勝浦 

１年 
松岡 西山 景政 

楠村 清吾 

浅野 安藤 森岡 

吉田 髙野 

○新谷 藤川 

由良 河野 

２年 
○大北 多田 

川北 蔵本 翠 

井川 池田 

毛利 廣田 

斎藤 寺岡 

和田 

３年 
中上 岡田 湯谷 

末沢 川田 

○宮本 古市 

谷  柳 

林 河田 

中嶋 

現職教育推進委員会 

現職教育全体会 

校内夏季研修会       校内研修 

現職教育全体会     道徳の時間部会      道徳の日部会       豊かな体験部会 

１年「脱ぎっぱなしのｽﾘｯﾊﾟ」２年「ゴール裏の青春」 ３年「五井先生と太郎」      授業討議 

 

授業の様子 



  ア 道徳の時間部会 
    

道徳の時間部会では、道徳の時間の授業準備を各学年内で役割分担することで学級担任や若年教員の

負担を軽減し、道徳の授業の確保に努めた。分担方法は、年間指導計画に沿って各時間の担当を決め、

担当者は、授業の中心発問、ワークシート、板書グッズ、資料、おおまかな授業の展開例を準備するよ

うにした。その際、昨年、一昨年度に共通道徳としてファイリングしていた資料も有効に活用するよう

にした。また、新しく作る場合も、ワークシート・板書・展開例のひな型ファイルを、全職員が利用で

きる学校の共通フォルダに保存しておき、準備が時間短縮ができるようにした。ファイリングされた資

料が蓄積されていくことで、来年度以降の授業準備の負担の軽減が見込める。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   また、道徳だよりで 

ある「道徳の足あと」 

の原稿作成者も分担し 

て行い、授業の内容や 

感想、授業風景の執筆 

を部会内の全教員で負 

担し、協力している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ワークシート          ワークシート記入例          展開例 

学校共通フォルダ内のひな型ファイル             板書グッズ 

道徳だより「道徳の足あと」道徳の時間の原稿 

板書グッズを用いての授業              ファイリングしている資料 



 

イ ローテーション道徳の実施 
 

２年前から実施し、良い効果が見られて 

いるローテーション道徳を、本年度は学期 

に１回、合計３回実施した。昨年度までの 

反省から配慮を必要とする生徒を把握する 

ために、１年生は１学期には実施せず、２ 

学期に２回実施し、年間３回とした。ロー 

テーション道徳の取組も３年目になり、生 

徒は中学校では教科と同じように、道徳も 

いろいろな先生が行うものだと捉え、楽し 

みにしている。ローテーション道徳の回数 

を重ねることで、教員も計画表を配布し、 

グループごとに簡単な打ち合わせを行うだ 

けで、実施できるようになっている。 

 

② 「道徳の日」部会 
 

道徳の日部会では、４月に１年間の「道徳の日」を各 

学年の担当者で分担を決め、役割分担をして計画的に進 

めている。その月の担当者は、価値項目や行事との関連 

を考えて、20分程度の映像や朗読を探して内容を考え、 

授業の進め方、映像の説明、放送原稿、板書案、「私た 

ちの道徳」の該当ページを記入した実施プリントを作成 

する。学級担任は、配布された実施プリントを参考にし 

て進め、映像を見ながら板書を行ったり、自分の思いを 

語ったりする。実施に当たっては、放送部がアナウンス 

や映像操作を担当したり、人権集会前には生徒会が作成 

したいじめを題材とした映像を用いたりと、生徒も運営 

に関わっている。また、毎月のテーマや各月の生徒の感 

想を校内掲示する係と道徳だよりの原稿の執筆係を分担 

し、部会全員で協力して運営している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 映像・原稿 道徳だより 掲示 

４月 宮本 谷 柳 

５月 井川 池田 廣田 

６月 浅野 髙野 吉田 

７月 古市 柳 宮本 

９月 谷 森岡 古市 

10月 池田 毛利 廣田 

11月 生徒会 湯谷 髙野 

ローテーション道徳計画表    

授業の様子 

「道徳の日」の様子  

生徒会作成ビデオ      放送部が運営に協力 

Ｚ 

Ｚ 

Ｚ  板書案 

「道徳の日」役割分担表 

授業の進め方 

映像の説明 

「私たちの道徳」該当ページ 

放送原稿 

板書例 



③ 豊かな体験部会 

昨年度と同様に、体育大会、コーラス 

大会、人権集会、持久走大会などの学校 

行事、宿泊学習、職場体験学習、部活動 

ボランティア、あいさつ運動などの体験 

活動を推進し、実施している。本年度は、 

学校行事にも、道徳との関連項目を明記 

し、職員会議で提案することで、学校の 

教育活動全体を通して道徳教育を意識で 

きるようにするとともに、全教員で共通 

理解を促すきっかけになるようにした。 

豊かな体験部会では、行事や季節など 

毎月テーマに沿って、今の心を短歌に詠 

む活動をしている。４月に１年間の短歌 

のテーマを決めておき、各学年の担当者 

で、用紙の準備、各クラス代表の選出、 

校内掲示の準備、道徳だより執筆を、役 

割分担をして効率的に進めている。また、 

各クラスでの掲示や掲示板の掲示など、 

生徒も運営に関わっている。 

 

 

 

 

 

 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 準備・選出 掲示 道徳だより 

１年 藤川 河野 由良 

２年 斎藤 和田 寺岡 

３年 河田 中嶋 林 

 １年 ２年 ３年 

４月 
中学生に 

なって 

新年度を

迎えて 

新年度を

迎えて 

５月 水資源学習 職場見学 修学旅行 

６月 体育大会を終えて 

今月の短歌役割分担 

学年の優秀作品を毎月掲示板に掲示    

担任用実施プリント 

「道徳の足あと」道徳の日の原稿 

Ｚ 

学校行事と道徳の関連を明記 

「道徳の足あと」今月の短歌原稿 

今月の短歌クラス代表の選出 

短歌のテーマ    



 (5) 道徳の時間の評価について 
    

授業改善を進める一方で、平成31年度の教科化の評価を意識して、試行的に生徒自身による自己評価を

実施した。各学期末に、その学期の道徳の時間を振り返り、「自分の考え方・判断に影響があったと思った

授業とその理由」「心が動き、感動した授業とその理由」「自分のこれからに生かしていこうと思った授業

とその理由」について、ワークシートに記入させる時間をもった。その際、授業を思い出しながら記入で

きるように、教材名、テーマ、主な内容や考えたこと（中心発問）の一覧表を作成し、授業を思い出しな

がら記入できるようにした。生徒の率直な考えが、自分のことばとして表現されており、評価の一助にと

続けていこうと考えている。また、授業中の様子や発言を見取るために、T・Tによる授業の有効性を感じ

ている。しかしながら、教員の人数の関係で、すべての授業での実施は難しいので、ローテーション道徳

を活用して、全クラスT･Tによる授業が行える授業を実践したり、学級担任がT2に入ったりするなどの方

法を来年度試してみたいと思っている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

《 具体的な記述内容 》 

 

 ・ 今までの道徳で一番考えさせたれた資料だった。 

 ・ 自分の意見が揺らいでしまうほど迷いました。人ってひとつの感情で決め 

られないことがあることに気付きました。 

 ・ 母への考えが変わりました。改めて、家族の愛が分かり、家族への感謝の 

気持ちが湧いてきました。 

 ・ 私も、どんなことにも挑戦し続けたいし、自分にできることを考え続ける 

姿勢を見習いたいと思った。 

 ・ サムとトムはそれぞれ違う個性を持っていることがわかった。自分も自分 

の個性と向き合いたいと思った。 

 ・ 目に見えるものばかりでなく、絆という目に見えないものの大切さが描か 

れていた。とても、ほんわかした温かい気持ちになりました。 

 ・ 病気になっても高い理想を求め続け、人生を豊かにしている姿に感動した。 

私も本田さんのように、自分を追い込みながら目標を達成していきたい。 

振り返りワークシート 

振り返りの様子 



４ 研究成果と課題                  

 (1) 研究の成果 

    研究の成果については、生徒の変容や表現物、道徳の学習についての自己評価（文章記述）、全国学

力・学習状況調査と県学習状況調査の質問紙の結果から考察した。 

  ○ 道徳の時間の自己評価から、授業中に自分の考えを深めたり、話し合い活動を通していろいろな考えが

あることに気付いたりできていることがわかる。個々の生徒のことばには、道徳的判断力や道徳的心情の

高まりが感じられる表現がみられる。また、今後の生活を展望したりよりよい生活をめざそうとしたり

と、道徳的実践意欲や態度も育っていることがわかる。 

《道徳の学習についての自己評価より》 

・ 人の気持ちを考えることができた。 

・ 心のはぐくみに大切な時間で、ローテーションでは様々な先生の考え方にも触れることができ、 

とても勉強になりました。 

・ とても楽しく、自分の意見を言える授業でした。  

・ 道徳の授業には答えがないので、自分の思ったことをそのまま書けたのがよかった。 

・ 友達の意見を聞き、自分とは違った新しい考えを発見できるのが良いと思いました。 

・ 自分の意見と友達の意見を比べられるのでいいと思いました。 

・ 自分が今まで感じていなかったことがたくさん学べました。特に、人の考え方や感じ方には差が 

あって、それを人に押し付けず、互いに尊重しあうことが大切だと思った。 

・ 自分の考えを友達と交流することによって、意見がさらに深まったと思いました。道徳の授業を 

することによって、将来を想像し見通しがもてるようになったような気がします。これからも道徳 

の授業を続けていきたいです。 

 

○ 道徳の時間を量的に確保するとともに質的充実をめざし指導方法を工夫し、引き続き話し合い活動や交

流の時間を多く取り入れた。このことは、全国学力・学習状況調査(H29.４月実施)の質問紙の「１、２年

生のときに受けて道徳の時間では、自分の考えを深めたり、学級やグループで話し合ったりする活動に取

り組んでいたと思いますか。」という問いに「当てはまる」「どちらかといえば当てはまる」と肯定的に

答えている生徒が全国平均より大きく上回っているところからも分かる。１・２年生の県学習状況調査

(H29.11 月実施) の質問紙ではその数値がさらに上がっている。道徳の授業と限定された問いではないが

、話し合い活動や交流活動を多く実施し、道徳での取組が他教科にも広がりよい影響を及ぼしていると考

えられる。１・２年生は、「学級の友達との間で話し合う活動を通じて、自分の考えを広げたり、深めた

りすることができていますか」の問いに、肯定的に答えている生徒が多いことからも、生徒自身も効果を

感じていることがわかる。 

《 H29全国学力・学習状況調査質問紙結果より 》  《 H29県学習状況調査質問紙より 》  

  

 

 

 

 

 

 

  

 

 

問 66 道徳の授業では、自分の考えを深めたり、学級や

グループで話し合ったりする活動に取り組めたと

思いますか。 

問 33 普段の授業では学校の友達との間で話し合う活動

をよく行っていると思いますか。 

当てはまる        どちらかといえば当てはまる    どちらかといえば当てはまらない    当てはまらない 

県平均…

本校２年

県平均…

本校１年

全国平均

県平均

本校３年



○ 毎年７月と 12月に行っている教員の学校 

評価の道徳教育についての問いに８割を越え 

る教員が肯定的に解答し、研究に関わる取組 

とその成果を実感していることがわかる。ま 

た、文章記述の肯定的な内容や意欲的なこと 

ばなどからも分かる。 

《 教員の学校評価 自由記述より 》H29.12月 

・ 全員で授業を考え、工夫していると思う。 

・ 団で協力して道徳を毎週実施することができた。協力体制を作っていくことが大事。生徒もあた 

り前に楽しく取り組めている。 

・ 学年団という組織で協力して模擬授業など、授業の準備ができていると思う。 

・ ローテーション道徳の取組はいいと思う。副担任でありながら授業ができるのは有り難い。また、

他の先生方の授業を参観できるのも有り難い。 

・ ローテーション道徳で初めて授業することができ、より一層道徳の教科化への意識を高めること 

ができた。 

・ 授業をすればするほど、道徳の難しさを感じます。以前の学校で、放課後模擬授業をしていたこ 

とがあるので、またそのような取組をして授業力をアップしたい。  

・ 共通道徳やローテーション道徳など、各学年団がそれぞれ同じ方向を向いて、協力して取り組ん 

でいる体制が良いと思う。 

・ 先生方が、授業についてとても熱心に話し合ったり準備したりしているので、子どもたちが道徳 

に向かう姿勢が変わってきていると感じます。 

・ 全教員が協力している体制を、本委託事業を受けなくても本年度と同様に実施できるように意識 

づけを継続させていくとよい。 

  ○ 多くの生徒が学校が楽しいと感じ、それ以上の生徒が友達とよい関係を築けているという回答結果に、

本研究の取組が少なからず影響していると考えている。 

《 H29全国学力・学習状況調査質問紙結果より 》  

  

 

 

 

 

 

 

(2) 課題 

○ 本年度量的確保を目標に、時間割変更や詳細な計画表を作成するなど工夫をしながら、道徳の時間の

確実な実施に努めた。しかし、４・５月の年度初めと体育大会が重なる時期や宿泊学習前や職場体験、

３年生の入試シーズンなど授業の振替だけでは対応できないこともあった。新しい年度が始まる前か

ら、あらかじめ授業が取りにくい時期を見据えた年間指導計画にしておく必要性を感じた。 

○ 考え、議論する道徳をめざして、さまざまな指導方法の工夫を行っているが、もっと生徒の考えを広

げ深められるように授業力を向上させるために、さらに実践を重ねるとともに研究授業等で議論を重ね

ていかなければならない。 

○ チーム学校をめざし、全教員で取り組む道徳教育を進めることで、指導体制の基盤はできたと思う

が、年度が変わり構成メンバーが新しくなって、４月から実施できようにさらなる手立てが必要だと思

う。 

問 道徳の日の取組の推進や、考え深め合う道徳の時間の

指導方法が工夫できているか。 

問35 学校に行くのは楽しいと思いますか。 問36 学校で、友達に会うのは楽しいと思いますか。 
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